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＜連絡事項＞

· 4/7までに3月分経過連絡票を提出すること。

· 4/8　8：00よりガスの点検あり。

· 4/15までに各担当分の実施計画の評価を行うこと。

＜外来患者様情報＞

· 本田　英之　様～ゲームの時間が多くなって来ているが勉強もきちんとしているとのこと。仕事を

探す為、ハローワークに行っているとのこと。

· 晴山　美智子様～お母様は病院に行ったと話す。本日、体重測定はしていない。担当医より運動を

して食生活を気をつけるよう説明あり。担当医の説明を受けて本人は「両親の葬式代も貯めないといけないから食費に使わないようにしないといけない」と話している。

· 我満　奈津紀様～「娘も新学期で学校に行くから私もデイケアに行きたい。デイケアに行けば食事

代も浮くし」と話されている。

· 清水頭　翼　様～休まずデイケア利用しているとのこと。デイケアでは、麻雀を行っている時が楽

しいと話されている。家では皿洗いをしているとのこと。

＜利用者様情報＞

· 久保　興介　様～今後の就労活動についてデイケア担当スタッフとお母様が話をしたいとのこと

で、本日面談希望されている。14：00から面談予定。

· 五日市　公　様～・青風荘より情報提供：日曜日、青風荘入浴順序を決めるじゃんけんで負けて

から表情硬く、「死にたい」と話される。理由について確認すると「孤独だ」「青風荘で洗濯機が使えない」と話される。今までは、誰よりも先にデイナイトケアから青風荘に帰荘され、最初に洗濯機を使用していたが、青風荘スタッフから最後に帰って来いと言われたとのことで現在は洗濯する順番がなかなかまわって来ないとのこと。

⇒青陽館の洗濯利用費等について本人や青風荘スタッフに説明し、金銭に

余裕があるようなら青陽館での洗濯利用を進める。

　　　　　　　　　　・入浴中、湯船に入りながら居眠し、溺水の危険性ある為、現在、火・木の

青風荘入所者入浴日、スタッフ見守りにて入浴して頂いている。火・木の

入浴日以外でも本人が入浴希望した際は、１人入浴の場合、シャワーのみ

使用して頂き、複数の入浴者がいた場合は、湯船に入っても良い事を本人へ

説明する。

· 下妻　康貴　様～夕食時に時々飲酒をすることがあるとのこと。飲酒量は少ないと話している。

酒と内服の併用は危険である為、飲酒と内服の時間は6時間空けるよう説明している。

· 田向　玲美　様～先週本人から連絡が入った際、デイケア利用を辞めたいと話し、話し合いの為の　

来所も拒否している。生活に支障もないと訴える為、デイケアを辞めることについて担当医と相談するよう説明。本日の連絡の際、「デイケア担当スタッフにデイケアに来なくて良いと言われた為、デイケアを欠席します。お金もないし。体重は増えた」と電話連絡あり。

⇒次回本人から欠席の連絡があった場合、デイケア通所を辞めたいと訴えていたのは自分自身であった事を振り返る。また、デイケアを辞める事をご家族へも相談して頂きたい事を説明する。

＜青明舎登録者様情報交換＞

· 種本　サハ　様～本日「疲労で肩が凝る。この前もみ屋に行って来たが、5000円かかるから何回

も行けない。横になったら治るからデイナイトケアを休みたい」と電話連絡あり。デイナイトケア欠席時、青明舎にも連絡をすることになっていたが、本日訪問時、青明舎スタッフにデイナイトケアを欠席する事は話さず、「グループホーム内の対人関係が疲れる。半年したらデイナイトケアを辞めてグルームホームを出たい」と話される。

⇒青明舎スタッフより担当医に相談するよう促している。本日の疲労については、休む事で改善すると話す為、本日1日のみ欠席して体調改善に努めるよう説明している。

· 川口　八寿子様～「先週の金曜日、うみねこ幸房スタッフに週２回うみねこ幸房を利用したいこと

を相談したら良いと言われた。明日、担当医に相談し、良いと言われたら幸房の利用は水・金にする」とデイケアスタッフへ報告されている。

· 長瀬　紘一郎様～現在、週２回（水・土の10：00～11：00）ホームヘルパーを利用している。

水曜日デイナイトケアのエアロビクスに参加したい為、今後ホームヘルパーの

利用時間を9：00～10：00までに変更したいとホームヘルパーに相談あり。

⇒時間変更は可能だが、青明舎と地域包括支援センターに話をしてから時間変更の申請をするよう説明している。

· 田中　一　　様～土日は、起床時間が遅い為、朝食後薬を服用するのが昼頃になる為、服用時間は

時間を空ける必要があると思って服用時間をずらし、就寝前薬の服用が深夜１時位になっているとのこと。そのことが原因で寝不足や生活リズムの乱れる原因になっていると話される。

⇒・本人へ起床時間等の生活リズムを確認。本人へ生活リズムの改善を促し、必要に応じて午前中の声掛けを行う。（昼食時には青山荘へ来られている）

　・昼食時には本人の内服している薬包を見る。食後薬がいつの物であるのかを確認していく。

・起床時間によっては、起床時に朝食後薬を服用するよう説明。また、現在の服薬の時間帯（休日分）を確認する。

　・遅く起きた場合の内服の服用方法については医師・薬剤師に確認し、1日の内服の時間を確認。就床前薬を今よりも早めに服用する事が出来ないか本人と調整する。
· 村上　元道　様～本日、青明舎スタッフが訪問した際、表情の硬さ見られた。デイケアでも月曜日

　　　　　　　　は表情の硬さ見られること多く、また、疲労の為デイケアを欠席する事もある。⇒土・日曜日に遊びすぎて体調を崩す事ある方なので、休日は翌日に疲労が残ら　　

ない程度に遊ぶよう説明。また、平日疲労感あるようなら休日はゆっくり休養をとるよう促していく。

· 大久保　康弘様～以前、繁名和恵様とお付き合いをしていると本人は話されていたが（繁名様は

交際については否定している）、デイナイトケアでの様子では、特に変わりなく過ごされている。

· 駒木　学　　様～本日、青明舎スタッフ訪問している。調子は落ち着いてきたとのこと。土日は

お母様のところに行って食事を摂ってきたと話される。

· 高橋　登　　様～4/10青陽館入浴利用予定。

· 上久保　善郎様～体重92.4kg。徐々に体重増加してきている。家では畑仕事をしているとのこと。　　　　　　　　　　　

4/25青明舎スタッフ訪問予定。

＜事例検討＞

鹿原　博夫様（49歳）　統合失調症　　ナイトケア利用年数：4年6ヶ月　　利用率90％

治療計画　：対人交流を促進させる。

自分の意思を相手に伝え、確認する事が出来る。

事例検討内容：治療計画見直し

最近の様子　：・疲労時、スタッフに断りナイトケアを欠席する事が出来ている。

　　　　　　　・自分の興味ある話は、他者に話し掛けることが出来ている。

・他者から話し掛けられても、自分が疲れている時は、疲れていると意思表示し、

最小限の交流で済ませている。

　　　　　　　・「家では、やりたい事があり休めないが、ナイトケアではお風呂に入りゆっくり休むことが出来る」と話され、ナイトケアの利用目的は、休息の為と話している。

・治療計画の“対人交流を促進させる。自分の意思を相手に伝え、確認する事が出来る”は、現在、出来ている。

今後の治療計画：自宅でも適度に休息を取り入れられるよう、自宅での過ごし方について整理し、

必要に応じてアドバイスしていく。










